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P2−23−6　不 育 リス ク 因子は 高度生 殖補助医療 の 成績 に 影響 を与える か ？
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【目的】抗 リ ン 脂質抗体な どの 不育 リス ク 因子 は，トロ ホ ブ ラ ス トの 分化 や 増殖 を 阻害 し流産の
一

因 となる．早期 に作用す る

と着床を阻 害する と考え られ る が不妊症 との 因果関係 は明 らか に なっ て い な い ．そこ で不育 リス ク 因子 と高度生殖補助医療

（ART ）の 成績に 関 して 検討を行っ た の で 報告す る．【方法】ART 前 に ル ープ ス ア ン チ コ ア グ ラ ン ト，抗 カ ル ジ オ リピ ン lgG ・

IgM，抗 フ ォ ス フ ァ チジ ル エ タノ ル ア ミ ン lgG・lgM ，第 XH 因子，プロ テ イ ン C ・S，　NK 細胞活性を測定した．一
項目で も

異常 値 を呈 した症例 を 不育 リス ク 因子 陽性 と した．40歳未満の 胚盤胞移植を行っ た 90症 例 の 新鮮胚 移 植 54周 期，凍結 胚移

植 74周周期を解析対象 と した．胎嚢の 確認を妊娠成立 と し，不育 リス ク 因子 が ART 成績に 及ぼ す影響を前方視的に比較 し

た．本研 究は倫 理委員会承 認 の もとイ ン フ ォ ーム ドコ ン セ ン トを得 て 行 わ れ た．【成績】22症例 （24．4％）が 不 育 リス ク 因 子陽

性で あ り，陰 性群 68症 例 と年齢．FSH 値，前胞状卵胞数 胚移植周期数，個数に有意差 を認め な か っ た．陽性群 15症例

（6＆1％ ）， 陰性群 30症例 （44．1％ ）が 妊 娠に 至 り有意 差 を 認め な か っ た．しか し，抗 リ ン 脂質抗体の 有無に の み 着 目す る と，
陽性群 14症例中 12症例 （80％）に 妊娠 が成立 し，　陰性群 79例中の 33症例（44％ ）に比 し有意 に妊娠率が 高か っ た （P＜ O．05），
さ らに，初回胚 移植 に て 妊 娠 が成 立 した 28症 例 と 2回 以 上 の 胚移 植 を行 っ て も妊 娠 に至 ら ない 反 復着床障害症 例 32症例 を

比較したが，二 群間の 不育 リス ク 閃子陽性率 に有意差は認めなか っ た．【結論】不育リス ク 因子陽性群の ART 成績は予測 に反

し良好で あ り，着床障害の 予測因子 とは な り得な い と考 え られ た．

P2−23−7　子宮奇形の ス ク リーニ ン グ お よび 診断に お け る 3次元超音波 の 有用 性 に つ い て の 検討
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【目的】不育症 や不妊 症 の 検査 と して子宮奇形 の 有無を確認する こ とは重 要 で あ る．子宮卵管造影 （HSG ）は初期 ス ク リーニ

ン グ と して 頻用 さ れ る が ，正 確 に 判断で きない 例が ある こ とや 検査 時 の 疼痛 が 問題 となる．MRI は 非侵襲的に 客観的な情報

が得られ る が，任意に 画像構築 で きない こ とが欠点 で ある．治療 に際 して は 弓状子宮 と不全中隔子宮 との 鑑別 は重要 と なる

が，MRI で は 区別が つ か ない こ と も多い ．そ こで 非侵襲的で ，任意の 画像 を構築で きる 3 次 元 超 音波 （3D −US ）が子宮奇形

の 診断 に有用か，また不育症 の 検査 にお い て HSG の 代替検査となり得 る かを明らか にする こ とを目的とした．【方法】2010
年 8月 か ら 2012年 8 月 まで に，不 育症 また は不 妊症 検 査 の た め 同意 を得 て 3D−US お よ び HSG を 行 っ た 50例 を対象 と した，
両検査法で 子宮奇形の 診断を行 い 。判断が困難 で あ る場合 に は MRI を撮影 した，3D −US が HSG と同等の 診断精度を得 られ

るか 否か に つ い て検討した．【成績】正常子宮 36例，弓状子宮 8 例，不全中隔子 宮 5例 ，双 角子 宮 1例 で あ っ た．正 常子宮の

診断は，HSG で感度 100％，特異度 76．9％，正診率は 89．2％，3D−US で は 感度 100％，特異度 100％，正 診率 100％ で あっ た，
HSG で 判定不能例が 3 例あ っ た が，3D −US で はすべ て 判定可能で あ っ た．中隔于宮 の 診断 は，　 HSG で 感度 60％，特異度

100％，正診率は 60％，3D−US で 感度 80％，特異度 100％，正診率は 80％ で あっ た，【結論13D−US は 正 常子宮お よび 中隔子

宮の 診断に おい て 感度お よび特異度が高く，不育症，不妊症 に お ける子宮奇形 の 初期 ス ク リーニ ン グ として 有用で ある．

P2−238 　不育症 夫婦の 精神的 ス トレ ス と相 互 の 認 識
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【目的】流死産を繰 り返す不育症女性の 精神的ス トレ ス に 関する研究は徐 々 に 施行されて きて い る が，夫の 精神的ス トレ ス に

関す る研 究 は ほ とん どな い ．こ の た め，今 回，私達は 不 育症 夫妻の 精神 的 ス トレ ス とそ の ス トレ ス に 関 す る相 互 の 認識 の 違 い

を検討 した．1方法】2011年 7〜9 月に 当科不育症外来 を受診 した不育症夫婦の うち，同意 の得 られ た 31組 （平均年齢 は，夫

36．6歳 妻 35．7 歳）を対象 と し，無記名 の 自記式質問紙調査 を施行 した．【成績】「い つ まで 治療が 続 くの か 不安」は，妻 73．3％，
夫 71．4％，「治療して い て も流死産が 不安」 は 妻 100，0％，夫 90，0％ で あっ た，「妻の 現在 の ス トレ ス 」 は，妻 自身は SO．6％ が

「あ る」，夫の 86．2％ が 「あ る と思 う」 と 回答 した．また，「夫 の 現 在の ス トレス 」は，夫 自身は 71，0％ が 「あ る 」，妻 の 54．8％

が「あると思 う」と回答した．「パ ー
トナ

ーに 支えて ほ しい 」とい う回答 は妻 58．6％，夫 0％，「支 え た い 」とい う回答は妻 13．8％，
夫 70．0％ で あ り，「支えた い 」は 夫が 妻 よ り，「支えて ほ しい 」は妻 が 夫よ り有意に 高率 で あっ た．【結論】夫は。流死産した妻 を

「支 えた い 」 との 気持ち が 強 く，「支えて ほ しい 」とは考えられ ない （ある い は，言えな い ）状況に ある と考えられ た．こ の よ

うなバ ラ ン ス が 崩 れ た 状 況 は，治療 へ の 意 見 の 不
一

致 ，さ らに は離 婚 な ど につ なが る原 因 に もな る と も考 え られ る，不 育 症 へ

の 精神支援 は，流死産 した 妻の み で は な く夫も含め た 支援 が 必 要で ある，
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